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	Pathology Internationalへの総説投稿
	以下について、ご了承後にチェックを入れてください。

□ 宿題報告を担当した場合、Pathology Internationalへ総説を投稿します。


	宿題報告担当者として病理学会員に呈示したいperspective (専門領域あるいは病理学全般に関して):
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